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時代の意匠は受け継がれ、さらに
新しい工夫が積み重ねられる。
そこに代々の仕事の意味があります。

あいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちあいちのののののの
イイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこ
探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊探檢隊❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶❶

シリーズ

あいちあいちあいちあいちあいちあいち
イイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこイイとこ
探檢隊探檢隊探檢隊

シリーズシリーズ

★★



愛知県下にはなんと418両もの山車が現存する。それには尾張藩主、徳川宗春の功績が大きい。8代将軍徳川吉宗の倹約策
に対し、第7代尾張藩主、徳川宗春はとにかく派手好き。祭りや芸能を大いに奨励したので、尾張の豪商たちは競って山車
を作り、全国から多くの職人たちが尾張に移り住んだ。山車と言えばその頂点で器用に動く山車からくり。玉屋庄兵衛氏
の祖先も京都に住んでいたものの、初代はその宗春時代に尾張に移った職人の1人。当時の住所「玉屋町」から姓をとって
「玉屋」とした。以来、からくりの技を伝えて九代。“ものづくりの原点”と内外の注目を集める。

◆意匠も物語も演出も
� からくり人形の全てに関わる

まだ寒い2月の下旬、後援会の理事の方
を通して予定を取っていただき、尾陽木偶
師九代玉屋庄兵衛氏を名古屋市北区の工
房におたずねした。尾陽木偶師（びようで
くし）とはからくり人形師のことだそうだ
が、実際のお仕事の内容はどういったもの
なのだろう。
「からくり人形師は、からくり人形に関

わることを全てやります。最初に昔話や中
国の古典をもとに台本を書き、動作を考え
て内部の機構を作り、顔や手足を彫って彩
色し、衣装を作り、さらに、操作を教え、演
出もします。

年1回のお祭りでは、長持に封印してし
まわれている人形を出し、調整し、お祭り
本番で動かす。終わったら、また調整して、
長持にしまい、封印する。

私の祖先は京都でしたが、東照宮の本
祭の9両の山車の1両に「林和靖車（りんな

せいしゃ）」があり、その中の鶴の部分のか
らくりを納品後、繰り方の指導で、翌年も
ぜひにと請われ、お付き合いが始まりまし
た。それが1733年。その翌年、玉屋町に移
り住み、初代庄兵衛を名乗ります」。

◆注目されだしたのは
　� 大阪万博の頃から

今でこそ、からくり人形は世界でも知ら
れる日本のオリジナルな文化だが、にわか
に脚光を浴びたのは1970年の大阪万博
がきっかけだった。サントリーのロボット
館に茶運び人形を復元して展示したこと
から話題になり、尾張はもちろん、高山や
京都からの仕事が殺到した。
「それまでは七代の親父1人で充分とい

う仕事量でしたが、10年ほどして長兄が
八代目として手伝うようになり、それでも
手が足りず、私も24歳の頃に呼び戻され
ました。八代目の兄は40過ぎに亡くなっ
ていますので、三男だった私が九代目と
なったというわけです。」

◆400年も前にすでに
　� 茶運び人形を考えた人がいた

実際に大阪万博で展示されていたのと
同じ茶運び人形を、仕組みが動くのが見え
るよう衣装をつけない状態で見せていた
だいた。
「これは、ゼンマイにクジラのひげを

使っていたものが鋼に置き換わっただけ
で、構造を昔のまま正確に復元したもので
す」。庄兵衛さんがおもむろにネジを巻き、
茶碗を受け皿に乗せると‥動き出した！

すり足を動かして、Uターンしてまっす
ぐ戻っていく。カムもギヤも見えていてい
るし、動く原理は分かっているのに「生き
てる！」とさえ感じる。茶碗を取ると、止ま
る。最小限の機構の中に畳1畳と半畳の
シークエンスが内蔵されている。
「すでに400年前にこの茶運び人形が

あったんですよ」。と庄兵衛さん。今でさえ
驚くのに当時の人には、奇跡意外のなにも
のでもなかったに違いない。

手塩にかけた茶運び人形を操作する
玉屋庄兵衛氏。我が子を見る眼差し。

間近で見る茶運び人形の精緻な
動作には鳥肌が経つほど。

彫刻刀の持ち手は自分で作る。中には
七代目から引き継いだものも。

ゼンマイのエネルギーを伝える歯車は硬い
カリンを縦目方向で放射状に貼りわせてある。

尾陽木偶師
九代 玉屋庄兵衛（名古屋市北区）

からくり人形を
代 伝々える知恵と技
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◆からくり人形を
� １体作るのに１年はかかる

この茶運び人形、一見構造は単純だが、
よく見ると何種類かの木が使い分けられ
ており、さらに１枚のギアも縦目で放射状
に8枚が貼り合わせてあるのが分かる。
「顔・手足は檜、胴は桜、よく動く軸心な

どは赤樫、歯車はカリンを使います。しか
も部品を削りだす木は、 20年から30年寝
かせたものを使います。そうでないと部品
に狂いが生じたりしますから。こういう作
り方をすると100年・200年持ちます。現に
二代目の人形はまだ有松で動いてます」。

木の選択だけではない。季節の温度・湿
度に合わせての工程が決まっている。
「２月の乾燥する湿度20～30％の時期

は貼ったり塗ったりの作業です。6月から
8月の湿度90％～100％の時期は組み立
て。湿気を吸う6月に穴を開けていくと、翌
年の6月に同じ状態になる。湿気による膨
張で動かなくなってはいけませんから」。

◆図面は使わず
　代々の知恵と技術を重ねていく
愛知県下に400体もあるからくり人形

全ての修復やメンテナンスをされるとい
う庄兵衛氏。それぞれに異なる構造があ
り、大きさも違えば製作年代も違う。図面
などの管理はさぞかし大変だろうと思い
きや、「さまざまな意匠などは、代々の先人
が考え、その都度新しいものを積み重ねて
いく。同時に古いものもしっかり受け継い
でいくんです。だから、ウチは図面を使わ
ないんです」とのこと。

知恵も技術も全てが代を受け継ぐ自身
の内に書きこまれていくのだろうか。それ
以上に図面では表現しようのない高度な
情報が、からくり人形自体の内にあるのか
もしれない。それこそ不思議な「からくり」
のような気がした。

取材の翌日には伊勢志摩サミットでの
出展を控え3カ国の記者がこの工房を訪
れるともお聞きした。KARAKURIの「もの
づくりの思想」は愛知・日本のものだけに
とどまらない。

江戸末期、からくり儀右衛門こと田中久重（東芝の創業者）
の文字書き人形の複製。カムの機構が複雑だ。

綾渡りの原理を説明する玉屋庄兵衛氏。「からす天狗」は
同氏の技の集大成とも言える創作からくりの傑作だ。

普通の山車からくりでは120cmほどのものが
よく使われる。基本的には2人がかりで操作する。

「山車日本一あいち」宣言
昨年12月、決起集会が名古屋で開催されました。

昨年の2015年12月13日に名古屋
市伏見にある鯱城ホール（伏見ライフ
プラザ5階）に於いて、「あいち山車ま
つり日本一協議会」の設立総会と決起
イベントが開催された。

この設立総会には、愛知県下にある
38の各山車まつり保存団体、および
大村秀章愛知県知事、河村たかし名古
屋市長ほか、25の山車まつりのある市
町村関係者ら約450人が集まった。

現在、ユネスコ無形文化遺産登録に
向けて日本が提案中の「山・鉾・屋台行
事」33件のうち、県としては最多の5
つが含まれるなど、愛知県は全国有数
の山車まつり県。愛知県には全国屈指
の150を超える山車まつりがあり、そ
れらの祭で活躍する418両もの山車
がある。「あいち山車まつり日本一協
議会」は、その伝統を継承し、地域全体
の活性化と、山車まつりを観光振興に
結びつけることを目指す。

決起イベントの席上、あいち山車ま
つり日本一協議会会長の大村秀章愛
知県知事は「山車まつりは愛知の伝統
文化であり、地域の“元気の源”“宝”で
ある」とし、「オール愛知で山車まつり
を盛り上げ、伝えていきたい」とア
ピールされた。

決起イベントでは、半田山車祭り保

存会と犬山祭保存会の共演で、半田の
囃子方のお囃子に犬山の子どもたち
の祭衣装の披露があったり、書道家
一ノ瀬芳翠氏の「山車日本一」の書道
パフォーマンスなどが披露された。

中でも圧巻だったのは、ステージイ
ベントを締めくくった九代玉屋庄兵
衛氏による「からす天狗」の実演。

階段状の杭の上を高下駄姿の天狗
が渡る「乱杭渡り」、枝を子天狗が飛び
移る「綾渡り」、山伏の顔が瞬時に天狗
に変わる「面被り」、天狗が羽を拡げる

「変身からくり」などが披露され、会場
からのさかんな喝采を浴びた。

はなれからくりの「乱杭渡り」の舞台裏をタネ明かし。
高下駄で一歩一歩登っていく様子はなんとも不思議。
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名古屋ブロック

名古屋金山支部

名古屋北支部

名古屋西支部 名古屋南支部

名古屋中支部

名古屋東支部

鳥越俊太郎 文化講演会
2016年1月26日
参加：710名　場所：ウインクあいち大ホール

名古屋金山支部ボウリング大会
2016年2月16日
参加：80名　場所：スポルト名古屋

四事業団体全体会議
2016年2月22日　参加：33名
場所：爽明会館

チャリティゴルフ募金による図鑑と
絵本各８種類寄贈
2016年2月17日
寄贈先：陸前高田市
　　　 ９保育所（園）宛

第8回家族ボウリング大会
2016年1月31日　参加：113名
場所：名古屋グランドボウル

第4回支部ツアー
2016年2月13日　参加：37名
場所： 半田・日間賀島・南知多方面

第19回カラオケ大会
2016年1月25日　参加：9チーム52名
場所： 名古屋国際ホテル

支部ツアー「手作りウインナー体験ツアー」
2015年12月12日　参加：35名
場所： 伊賀の里モクモク手作りファーム

友の会「第20回私がもらった年賀状展」
2016年1月25日～2月5日
場所：東海労金本店ロビー

新春ボウリング大会
2016年1月19日　参加：24チーム96名
場所：スポルト名古屋

尾張北支部
書記・実務担当者研修会
2016年1月20日
参加：39名
場所： 名古屋クラウンホテル

退職準備セミナー（春日井）
2016年1月23日
参加： 63名
場所： グリーンパレス春日井

退職準備セミナー（小牧）
2016年1月30日
参加： 60名
場所：小牧勤労センター
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尾張西支部

豊田支部

知多支部

尾張東支部

岡崎・額田支部

海部支部

東三河支部

第11回退職準備セミナー
2015年12月5日
参加：50名　場所：全労済一宮会館

豊田市長との懇談会(連合豊田地協合同)
2016年2月18日　場所：豊田市役所南庁舎
参加：44名（豊田市各部責任者含む）

支部結成40周年記念第31回文化講演会
2016年1月17日　参加：256名
場所：東海市立
　　 勤労センター
　　 「多目的ホール」

第33回尾張東支部
ボウリング大会
2016年2月3日
参加：92名
場所：東名ボウル

退職準備セミナー
2016年2月6日　
参加：106名
場所：退職準備セミナー

退職準備セミナー
2015年11月28日　参加：16名
場所：東海労金津島支店会議室

退職準備セミナー豊橋会場
2016年2月13日
参加：62名
場所： ライフポートとよはし

（男女共同参画センター）

退職準備セミナー豊橋会場

西三河支部
退職準備セミナー
2016年1月24日
参加：94名
場所：知立市中央公民館

役員研修会
2016年1月26日
参加：40名
場所：全労済刈谷会館

キャリアアップセミナー ～受講者募集のお知らせ～

～仕事がやりやすくなるコミュニケーション術～

対人力強化セミナー
●申し込み･問い合わせ●

〒450-0002
　名古屋市中村区名駅4-4-38
　公益財団法人愛知県労働協会
　　　　労働教育グループまで
　http://ailabor.or.jp/bunka/
　TEL （052）４８５-７１５４
　ＦＡＸ （052）５８３-０５８５

　スムースな人間関係は、快適な職場環境をつくり
仕事の効率を高めます。
印象の良い話し方、苦情の対応など、実践につなが
る知識を学び、自身や相手の能力に気付き、魅力度
アップ！新しい気付きは、物の見方を変え、可能性を
広げます！

場　所 愛知県産業労働センター
（ウインクあいち）
あいち労働総合支援フロア（17階）
セミナールーム
名古屋市中村区名駅４丁目４－３８

日　時 平成２８年４月２３日（土）

講　師 みなみトレーニングラボ
コミュニケーションコンサルタント
　代表　倉智　紫津子

受講料 10,000円（消費税込）
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勤労者の美術に対する関心を深め、創造意欲の高揚を図ることを
目的に、今年も㈶愛知県労働協会主催、愛知労福協・連合愛知・中日
新聞社共催による第33回愛知県勤労者美術展が開催されました。
日本画31点、洋画54点、書道39点、写真40点合計164点の応募が
あり、出品作品は1月19日～24日の間、愛知県美術館ギャラリーに展示されました。また、1月24日には表彰式が行なわ
れ、各部門ごとの優秀作品に対し、愛知県知事賞・労働協会賞・連合愛知賞・愛知労福協賞をはじめ、後援団体の東海労働
金庫賞・全労済愛知県本部賞・住宅生協賞などの各賞が各団体代表者より贈呈されました。

福祉事業の支援・協力を求め、愛知県ならびに
名古屋市へ「平成28年度要請書」を提出しました。

福祉事業団体職員を対象に
研修会を開催しました。

中部労福協「第43回定期総会」が開催されました。
～「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」を目指して～

昨年12月14日に愛知県ならびに名古屋市を訪問し、平成28年度
の勤労者福祉活動に対する助成、文化・体育事業の促進、福祉事業に
対する活動支援などについて協力を要請しました。また、全国の労
福協と歩調を合わせ奨学金制度の改善に向けた取り組みについて
も要請を行いました。

それぞれご対応いただいた愛知県の森岡副知事、名古屋市の新開
副市長へ畑会長より「要請書」を提出し、要請内容の趣旨説明及び意
見交換を行いました。

2月24日（水）、ホテル日航姫路において、北陸・近畿・東
海ブロック12府県労福協の役員・代議員が一堂に会し、
中部労福協第43回定期総会が開催されました。2015年
度活動報告・決算報告ならびに2016・2017度年活動方
針(案)・予算(案)等について審議し、満場一致で承認され
ました。また、本年度は改選期にあたるため、新会長には
和歌山県労福協会長の小林茂氏が選任されました。

昨年から全国展開しています奨学金問題の取り組みに

ついては、3月の署名
提出後の国の動向を
注視するとともに制
度改善の実現に向け
引き続き推進していくことを確認しました。

総会終了後には、姫路市立城郭研究室学芸員の工藤茂
博氏による「史料からみた姫路城」をテーマにした基調講
演が行われました。

東海労働金庫・全労済愛知県本部・愛知県住宅生協・福
祉基金協会の職員の資質向上と相互の交流を目的に今年
も階層別に研修会を開催しました。

2月22日に連合愛知と合同の寄託式を行い、愛知労福協からは、福祉事業団体およ
び各支部を中心にご協力いただきました赤い羽根共同募金の寄付金180,700円を
愛知県共同募金会へ寄託しました。

◆若年職員研修会◆
開 催 日：2月10日（水）　　参加人数：31名
会　　場：ワークライフプラザ「れあろ」
実施内容：第一部　実践研修「ビジネスマナー」
　　　　　　　　 ～職員一人ひとりが「各団体の代表として」～
　　　 　第二部　講演「労働者自主福祉運動の理念・歴史」
　　　　　　　　 講師　中央労福協 参与 山本幸司 氏

◆幹部職員研修会◆
開 催 日：2月3日（水）　　参加人数：63名
会　　場：全労済愛知県本部「アビタン」大ホール
実施内容：
　第一部　「歴史に学び社会運動としての労働運動の役割を考える」
　　　　　～連帯・共生の持続可能な暮しと社会のために～
　　　　　（講　師）中央労福協 参与 山本幸司 氏
　第二部　各福祉事業団体の事業報告と課題
　　　　　（発表者）労金・労済・住宅生協、福祉基金協会の各役員
　第三部　交流・親睦を兼ねた意見交換会

第33回愛知県勤労者美術展

連合愛知・愛知労福協「助け合い運動支援金合同寄託式」

▲愛知県 ▲名古屋市要請書提出と意見交換

▲勤労者美術展表彰式の様子

▲若年職員研修会▲幹部職員研修会



3月6日、連合愛知は名古屋・栄の
久屋広場において「すべての働く者
の処遇を改善！『底上げ・底支え』

『格差是正』で経済の好循環実現！」
をスローガンに、2016春季生活闘争
１万人総決起集会を開催しました。

これからヤマ場を迎える2016春闘
で、要求実現と機運の盛り上げなど
を図るために行われたこの集会には、
土肥会長をはじめとする連合愛知三
役、構成組織からの参加者など、約
1万人の参加がありました。

青年委員会・女性委員会によるシュ

プレヒコール、各構成組織の旗手登
壇で集会がスタートし、続いて土肥
会長から「いま必要なことは、国民の
生活に立脚した経済成長であり、明日
に希望が持てる社会であり、生活者・
働く者が犠牲となる経済成長ではあ
りません。2016春季生活闘争におい
て健全な労使関係のもとに交渉を展
開し連合が求める、“すべての働く者
の処遇改善！「底上げ ・底支え」「格
差是正」で経済の好循環実現！”、そ
して「働くことを軸とする安心社会」
を実現することであります。「デフレ
からの脱却」「経済の好循環実現」に
は、底堅い内需拡大を図るため、月
例賃金の引き上げが重要です。また、
連合の運動を世論に広げるとともに、
政治を変えていくため、「クラシノソ
コアゲ応援団！2016RENGOキャン
ペーン」への応援団としての賛同者
を広げ、一人ひとりが主役として参
加できる運動としていきたいと考え
ています。本決起集会において、『そ
れぞれの組合の要求をかちとること』

『連合の社会的役割を果たすこと』『連
合運動を世論に広げること』『今夏の
参議院選挙における推薦候補者の全
員の完勝』を確認し合い、共に力強
く闘いましょう。」との主催者あいさ
つがありました。

続いて、大塚民主党愛知県連代表
のあいさつ、4人の代表の決意表明
の後、牧田副会長が読み上げた「集
会アピール」を参加者の総意で採択
しました。

最後に板垣副会長によるガンバ
ロー三唱で、春闘勝利への意志固め
を行いました。

その後、青年委員会・女性委員会
を先導役に、参加者全員で「月例賃
金を引き上げるぞ！」「クラシノソコ
アゲを実現するぞ！」など名古屋市
内でシュプレヒコールを行うととも
に、栄メルサ前では街頭宣伝行動を
行いました。

同日午後からは、2016春季生活闘
争　連合愛知　地域フォーラムをナ
ディアパークにて開催しました。

連合の全国一斉労働相談ダイヤル
の実施に伴い、連合愛知は2月4日か
ら3日間にわたって「ゆるさない！
ワークルール無視　パート・アルバ
イト・契約・派
遣などで働く人
の た め の 労 働
相談ホットライ
ン」を実施しま
した。

今回は、連合
愛知の11地域
協議会役員が相
談役となり、雇

用契約、解雇問題、退職、賃金・一
時金等、働く仲間からの相談を受け
ました。

また、2月4日からの全国一斉労働
相談ダイヤルの開催に合わせ、名古
屋駅前・金山駅の他、愛知県下11ヶ
所の駅頭で街頭宣伝行動を実施する
とともに、新聞などを通じて宣伝活
動を実施しました。

今回の労働相談には128件の相談
があり、雇用契約、解雇問題、退職、
賃金・一時金等の多くの相談が寄せ
られました。

連合愛知は、今後も「労働相談ダ

イヤル（0120－154(いこーよ)－
052(れんごーに)）」などにおいて、
すべての働く仲間の不安や悩みに応
えるとともに、組織化を含めて助言
や支援を続けていきます。

連合愛知は2月22日、愛知県社会
福祉会館において「連合愛知助け合い
運動カンパ金寄託式」を行いました。
「連合愛知助け合い運動」は本年

で24回目を迎え、連合愛知構成組織
の協力を得て集められたカンパ金を
愛知県共同募金会に寄託し、民営小
規模施設等整備費や在宅福祉サービ
ス関連車両整備費、就職支度支援事
業などに役立てられます。

冒頭、連合愛知・愛知労福協を代
表したあいさつで土肥会長は、連合
愛知および愛知県労働者福祉協会の
取り組みを紹介し、「構成組織の努
力により、昨年よりも多くのカンパ
金が集まりました。この寄付金を社
会福祉事業に役立てて頂きたい」と
あいさつがされました。

続いて、今回集まった連合愛知の
寄付金36,803,180円と労福協の寄
付金をそれぞれ愛知県共同募金会の
岡谷会長に寄託しました。

岡谷会長からは、「県における募
金金額は減少しているが、誰もが安
心して暮らせる社会をめざして取り
組みを続けていきたい」とお礼が述
べられました。

1992年に助け合い運動が始まり、
これまで連合愛知が愛知県共同募金
会に寄託したカンパ金の総額は、9億
3,741万円となりました。

みなさんのご協力に感謝いたします。

2016春季生活闘争1万人総決起集会を開催

「ゆるさない！ワークルール無視  パート・アルバイト・契約・派遣などで働く人のための労働相談ホットライン」を実施

第24回「連合愛知助け合い運動」によるカンパ金寄託式
～一人ひとりの善意が大きな善意へ～

2016 春季生活闘争 1 万人総決起集会

働く仲間からの相談を受ける労働相談ダイヤル担当者

寄託式の様子
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全労済愛知県本部（愛知県労働者共済生活協同組合）TEL：052-681-7741（平日9:00～17:00 土・日・祝日・年末年始は除く） 

マンションなど確かに燃えにくいといえますが、鉄筋コンク
リートを含む、いわゆる耐火・防火建物の1年間の出火件数
は9,005件です（平成26年度版「消防白書」）。また家財は
建物構造にかかわらず、火災のときは真っ先に燃えてしまう
ことが多いようです。加えて、団地などの共同住宅で心配な
のは、上の階からの生活用水の水もれによる損害の発生です。
また、盗難によって家財に損害が生じる場合もあります。

春から親元を離れて一人暮らしを始めたり、会社の異動で単身生活
をされたりする方も多いと思います。寮やマンションで生活するから火災の保障
は必要ないと思っていませんか？

お問い合わせ先

団地・マンション等の鉄筋住宅は燃えないから火災の保障はいらない？

あなたの大切な家財を守る保障をしっかり備えましょう！
マンション・社宅の方におすすめ プラン１例（家財50口）

新生活のスタートに家財の保障を考えてみませんか？

どんなに気をつけていても「万一の事態」は誰にでも起こりえます。
もしものときに金銭的な負担を減らすためには「備える」ことも重要です。
保険や共済に盗難の保障があるか確認しておきましょう。

全国労働者共済生活協同組合連合会

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共
済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある
暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただい
て組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

住まいの備えは全労済の
住まいる共済で安心。

ここに記載されている内容は、共済商品の概要を説明したものです。
ご契約の際は「リーフレット」「ご契約のてびき（契約概要・注意喚起情報）」を必ずご覧ください。

※新火災共済＋新自然災害共済（標準タイプ）風水害保障ありタイプ50口＋借家人賠償責任特約50口

火災・落雷 などのとき

などのとき

などのとき

最高保障額 500万円
最高保障額 100万円
最高保障額 400万円
最高保障額 500万円
最高保障額 500万円

地　　　震
風　水　害
盗　　　難
貸主に対する損害賠償

借家人賠償責任特約

月払掛金

（マンション構造）
500円

全
労
済 

愛
知
県
本
部
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21年前の1994年、当時はまだ介護保険制度はなかった。そんな中、福祉の勉強会で出会った
主婦7人が市民活動「りんりん」を始める。最初、高齢者1人の支援から始まった7人の活動
も今ではボランティアを含め100人を超える規模に。取材の中では「高齢化対応だけでは片手
落ち。今は0歳からの子どもたちの問題の方がむしろ大きい」と下村裕子理事長は話された。

●はじまりは 7人の主婦の勉強会から
　「私は第 2世代なので、初代の創成期
の方からうかがったんですが」と下村
理事長。まず「りんりん」創設の原点
からおたずねした。
　「自分の老後を考えた時、ただ歳を重
ねる以上に何かできることがあるはず
と、『困った時はお互いさま』を合言葉
に活動を始めたそうです。そんな時、勉
強会での師匠格、東海市のNPO「ふれ
あい」の佐々木理事長から、『今スグや
ることがありますよ』と。それで 1人
の高齢の男性の支援を始めたのがりん
りん誕生のきっかけでした」。
●自主事業と介護保険事業のバランス
　やがて、会員も、支援する対象者も
増えていくが、介護保険制度が始まる
と、会員の声に応えて、介護保険事業
にも積極的に取り組んだ。それが「た
すけあい」の自主事業を下支えし、以
後の持続的・安定的なNPO運営も可能
にしている。
　「おかげで、拠点事務所やりんごぴあ
も建てられました。でも、いわゆる制度
事業は制約が多かったり、制度が変わ
るたびに振り回されたりします。ほんと
うに利用される方のことを考えると、り
んりんが当初から取り組んでいる自主
事業の『たすけあい』などのような保
険算定にないサービスは外せません」。

　多様化する現場の現状に制度がつい
てきていないのが実情だ。
●高齢者以上に今、子どもの方が大変
　「りんりん」で働く人はほとんど主婦
層。その人たちから見ると、まず、自分
がお世話をする高齢の親がいる。目を
転じると、子ども世代は‥少ない。こ
れから先の子ども世代が、その親、つ
まり自分たちの世代を支えられないと
いう不安がある。
　「それは、20年活動を続けてきた中か
ら見えてきたことです。今は“地域で子
どもを育てる時代”と思い、活動してい
ます。多世代交流拠点“りんごぴあ”で学
童保育や障がい児支援に力を入れてい
くのは、そういう意味があるんです。」
●母だからこその0歳～100歳の連続感
　男性は勤め出したら仕事中心。定年
で会社をやめると、その時から突然に
「高齢者」という感覚になるものらしい。
　その点、女性の場合は、母として、
子どもを産んで０歳から育て、高齢の
家族のお世話もする。食事も作り、家
事もする。定年はない。
　つまり、女性は “人の一生に関わる仕
事”に向きあっているとも言えるだろ
う。りんりんのメンバーが女性ばかり
なのは、そういった意味においては必
然なのかもしれない。

■特定非営利活動法人りんりん
〒475-0962�半田市岩滑高山町5-4
TEL�0569-21-3646（代表）
MAIL�npo@rinrin.or.jp
H . P . �www.rinrin.or.jp

◆デイサービスやなべ
〒475-0962�半田市岩滑高山町5-4
TEL�0569-32-6616（介護保険専用）

◆デイサービスりんりん
〒475-0088�半田市花田町1-23
TEL&FAX�0569-29-5554

◆りんごクラブ・ゆめりんご
〒475-0962�半田市岩滑高山町5-1
TEL&FAX�0569-47-5228

《寄付のお願い》
東海ろうきんNPO寄付システム

＊毎月一口 100円以上で100円単位
＊お決め頂いた一定額をあなたの
　東海ろうきん普通預金口座より
　毎月自動で振込みます。
＊振込み手数料は不要です。
◉お問い合わせ先
東海ろうきん半田支店
〒475-0836 半田市青山町 1-5-22

 0120-690156

多世代交流の自主事業「さをり織り」の工房。
高齢の方も手軽に取り組める。

「サロンごえん」と「親子で遊ぼう」のコラボ、
押し寿司づくり。みんなで酢飯をあおぐ。

やなべ小町のおばあちゃんたちと手縫いで
雑巾づくりに取り組むちびっ子たち。

事務室 1 階のデイサービスで、ネイルアート
をするおばあちゃん。お洒落は楽しい。

「高齢者と若者が一緒のシェアハウス
がいいナ」と理事長の下村裕子さん。

市からの委託による学童保育
「りんごクラブ」のあるりんごぴあ。

お昼前の事務室の様子。広く明るいオフィスで職員の
みなさんは午後の段取りの調整に大わらわ。

０歳から100歳までみんなで支えあえるまちづくりのために

1 階がデイサービス、2 階が事務所となっている
「りんりん」。りんごぴあはすぐ目と鼻の先にある。

東海ろうきんの
「NPO寄付システム」が

応援しています。

特定非営利活動法人
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